
 

平成 30 年３月 26 日（月）横浜市庁舎応接室において、横浜市男女共同参画

貢献表彰表彰式を執り行い、その後受賞者の皆様との懇談会を行いました。 

懇談会には渡辺副市長も同席し、受賞者の皆様から受賞の感想や日頃の男女

共同参画に対する思いをお話しいただきました。 
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大越 由美子 

旭区希望が丘東地区連合自治会副会長 

 
自分が当初役職についた際には、「女だてらに」とお

叱りを受けたこともありました。女性だから気づくこ

ともあり、男性も女性もそれぞれの持ち味を生かして

活躍する社会が到来してほしいと願ってまいりまし

た。このたびの受賞に嬉しい思いでいっぱいです。 
 

大伴 好子 

つるみ子育て・個育ちフォーラム運営委員会会長  

鶴見区更生保護女性会会長 

鶴見区市場下町自治会長 

 
子どもの健やかな成長を願っての「つるみ子育て・個

育ちフォーラム」も 18 年目。自らの社会参加のため、

素敵な仲間に恵まれながら様々な活動に携わらせてい

ただいた結果の受賞に、心より感謝しております。 

藤田 美智子 

鶴見区障害児者団体連合会会長 

 

障害者の自立について、最初は何

の手立てもなく、やり方を模索し

ていましたが、鶴見区のお母さん

方と一緒に頑張っていくうちに

道が開けてきました。受賞を励み

に、ますます頑張る決意です。 

武居 和子 

横浜市レディース卓球連盟会長 

 

私が 30 代の頃は卓球をする女性

は極めて少ない状況でしたが、卓

球が好きで活動を続けてまいり

ました。障害者の卓球にも携わっ

ており、東京パラリンピックでの

活躍のサポートに尽力します。 

ボランティア いでたち 

（栄区男性ボランティアグループ） 

 

男性初、ボランティアグループ初

の受賞に、これから男性に頑張れ

という叱咤激励と活躍への期待

をいただいた思いです。今年で

20 周年を迎え、今後も賞に恥じ

ない活動をしてまいります。 

功労大賞（個人 2 名） 

推進賞（個人 2 名、団体１団体） 

（敬称略） 


